2011年度に作成した教材のシナリオをもとに、本年度授業実践された例を紹介します。＊＊＊＊＊＊＊
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学級活動としての展開例
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単元名　ふたりの「ゆう」
ねらい　「女の色」「男のスポーツ」などの既成概念を崩し、男女で決め
つけられることのおかしさに気づかせる。
展開　　
	学習活動
	指導上の留意点
	準備物

	シナリオの前半を読む。
[image: image4.jpg]



「ゆう」の絵をかく。
シナリオの後半を読む。
ふたりの「ゆう」の特徴を確かめる。
決めつけられた経験はないか、出し合う。
どうして男・女と思ったのか考える。
感じたことや考えたことを書く。
	3年生の男の子と女の子の会話
どんな子かイメージをふくらませながら
かく。
料理好きな子は？
鉄道好きな子は？
野球をしてる子は？
身近な友だちを思い浮かべてかく。
どれも男女を決めるものではないことを
確かめる。
男のくせに、女のくせにと言われたこと
男・女でわけられておかしいと思ったこと
男女の差でくやしい思いをしたこと
など、思い出させる。
決めつけることへのおかしさに気づかせる。
少数派の男の子・女の子がいてもおかしくないこと、それを理由にからかうことのおかしさに気づかせる。
	シナリオ前半
ワークシート
シナリオ後半
ワークシート
ワークシート
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　　　※　シナリオやワークシートは、奈人教ホームページからダウンロードしてください。
ふたりの「ゆう」





児童の感想


○男も女も関係なく、気が合ったり趣味が合ったりしたら、なかよくなれるし楽しく生きられるんやったら、だれがどんな人でも悪くないと思いました。


○わたしはお母さんに「女の子やねんから、ちゃんとしなさい。」と言われました。１回お母さんに「本当は男の子をうみたかったのに。」と言われたことがあります。そのときはちょっとがっかりしました。


○男・女関係ありません。今の６年生も男子女子性別関係なく遊んでいました。わたしは「いいなあ。」と思いました。わたしは、３年生全員でその空気を作ればいいんだと思いました。


○この話でいろんな人がいるんだと思いました。


○男でも泣いても料理してもいいと思う。


○ぼく男だけど泣きたいときは泣けばいいと思います。それは、男だからって泣いたらあかんなんて、なんか女だけ泣くとかずるいと思う。


○男らしい女の人がいるからそれはふつうだと思いました。それとは反対で女らしい男もいっぱいいるから、それはとってもふつうのことだと思いました。


　ぼくが泣いてたら、お母さんに「男やったら泣いたらあかん。」って言われたのを思い出しました。


○女の子は料理をしたり本を読んだりするけど、でもサッカーしたくなるし、今大流行の「なめこ」もしたくなると思います。わたしだって、ゲームもしてみたいしショートカットにしてみたいです。決めつけられたことはないけど、男の子がやってるものは女の子は苦手とか決めつけられるのはいやです。


○男が女らしいことをしていても女が男らしいことをしていても、みんなちがうけどみんないいと思った。


○べつに、女子男子がいっしょに遊んでも関係ない。自分らしくすごすのが一番。泣き虫だってしようがない。自分らしくすごしたらいい。


○わたしはさいしょやっぱりびっくりしました。性格がふたりのゆうは女なのに男の人が多い性格をしてて、男の子が女の子が多い性格をしてるけど、人間一人一人ちがうからこうなっても全然おかしくないと思いました。よく考えれば、わたしだって実際女の子だけど、サッカーが好きだし。


○男でも女でも、せなあかんことはいっしょ。ただの思いこみということがわかった。何をしていても何が趣味でも何色が好きでも、それだけで男か女かは決めてはいけない。








※シナリオやワークシートは、奈人教ホームページからダウンロードしてください。





児童がかいた「ゆう」のイメージ　例





あゆみさんの友だちの「ゆう」さんは、料理好き、好きな色は赤という言葉から女、まもるさんの友だちの「ゆう」さんは、野球が好き、電車好きなどの言葉によって男というように、性に関する固定観念にしばられた絵をかいた子が多かったが、シナリオでは逆になっている。


それぞれに持っているジェンダーを見直すためにも、このような授業をする必要性を感じた。








